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ことばの抑揚変換技術を公開

人が発したことばの抑揚を自在に変化

できる最新の研究成果が、けいはんな

学研都市がある精華町で公開されてい

ます。 

 

 

 

 

       

この技術は、精華町にある「ＮＴＴコミュ

ニケーション科学基礎研究所」が研究

を進めているもので、４日と５日の２日間、一般公開が行われています。 

まず、人の声帯が震えるときに出る周波数をコンピューターで分析して抑揚の数値をグラフ化し、そ

れを調節することで自然な話し方を保ったまま抑揚を自在に変えることができます。 

例えば「夏になって暑い」という時の「あつい」という単語を機械のマイクで収録し「あ」の音の高さを上

げると「あ・つい」と関西弁のようなイントネーションにすることができます。 

研究所は、この仕組みを応用すれば発声が困難な人のことばを聞き取りやすくするなど社会の役立

つ可能性が十分あるとして、システムの精度を上げる研究を続けるとしています。 

「ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所」の亀岡弘和特別研究員は「コンピューターがことばをより

自然に変換できるようにすることがいちばんの目標です。今後も１歩ずつ研究を進めていたいです」

と話しています。 
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